
大
政
党
に
有
利
な
選
挙
制

度
の
矛
盾
が
極
限
に
達
し
ま

し
た
。
自
民
党
の
比
例
得
票

率
は
３
６
・
７
％
で
す
が
、

全
議
席
に
占
め
る
割
合
は
６

７
・
７
％
。
一
人
し
か
当
選

し
な
い
小
選
挙
区
の
得
票
率

４
９
・
１
％
に
対
し
て
議
席

占
有
率
は
８
５
・
５
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

「
虚
構
の
多
数
」
を
生
み

出
す
選
挙
制
度
は
見
直
し
が

必
要
で
す
。

高
市
首
相
は
、
総
選
挙
の

結
果
を
う
け
た
記
者
会
見
で
、

「
国
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご

信
任
を
い
た
だ
い
た
」
と
の

べ
、
憲
法
改
定
や
大
軍
拡
を

進
め
て
い
く
考
え
を
示
し
ま

し
た
。

憲
法
前
文
に
は
「
政
府
の

行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の

惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
や

う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す

る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲

法
を
確
定
す
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
武
力
で
平
和
は
守

れ
ま
せ
ん
。

憲
法
を
活
か
し
た
平
和
外

交
で
紛
争
を
戦
争
に
さ
せ
な

い
政
治
を
！
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Ｎ
Ｏ
・
３
５
１

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、

「
２
０
２
６
年
度
当
初
予
算
は

票
に
当
た
っ
て
」
を
２
月
１
６

日
発
表
し
ま
し
た
。

本
日
、
新
京
都
戦
略
（
改
定

案
）
と
一
体
に
２
０
２
６
年
度

予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

「
本
市
の
財
政
状
況
は
着
実
に

改
善
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き

緊
張
感
を
持
っ
た
財
政
運
営
を

行
う
」
と
し
て
い
ま
す
。
予
算

規
模
は
一
般
会
計
１
兆
８
０
億

円
、
特
別
会
計
６
９
２
９
億
円
、

公
営
企
業
会
計
２
７
０
７
億
円

と
い
う
も
の
で
、
全
会
計
の
予

算
規
模
は
１
兆
９
７
１
５
億
円

と
な
り
、
過
去
最
大
規
模
に
な
っ

て
い
ま
す
。
宿
泊
税
の
税
率
見

直
し
に
よ
る
収
入
増
な
ど
過
去

最
高
を
更
新
す
る
見
込
み
の
市

税
収
入
増
が
特
徴
で
す
。
そ
の

見
込
み
の
中
で
「
安
定
し
た
財

政
運
営
」
「
将
来
世
代
に
配
慮

し
た
財
政
運
営
」
の
推
進
を
掲

げ
、
今
年
度
に
引
き
続
き
年
３

５
億
円
を
目
安
に
過
去
負
債
の

返
済
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
市
民
生
活
第
一

の
徹
底
」
と
言
い
な
が
ら
、
今
、

異
常
な
物
価
高
騰
に
苦
し
む
切

実
な
市
民
生
活
へ
の
支
援
が
不

十
分
で
す
。
こ
の
間
、
市
民
か

ら
声
が
上
が
り
続
け
て
い
る
敬

老
乗
車
証
の
負
担
軽
減
、
市
営

住
宅
の
家
賃
減
免
制
度
を
元
に

戻
す
こ
と
、
２
０
２
５
年
度
か

ら
５
年
間
連
続
の
国
保
料
値
上

げ
撤
回
な
ど
、
市
民
の
負
担
軽

減
策
を
実
施
す
べ
き
で
す
。

今
回
、
市
民
か
ら
強
い
要
望

が
寄
せ
ら
れ
、
共
産
党
議
員
団

が
何
度
も
議
論
し
て
き
た
「
民

泊
」
規
制
強
化
に
向
け
た
条
例

改
正
の
検
討
、
「
ま
ち
の
匠
・

ぷ
ら
す
」
の
延
長
、
就
労
・
奨

学
金
返
済
一
体
型
支
援
事
業
へ

の
上
乗
せ
、
民
間
保
育
園
へ
の

障
害
児
保
育
の
加
算
の
改
善
や

１
歳
児
に
対
す
る
保
育
士
等
の

配
置
充
実
な
ど
が
予
算
化
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
加
齢
性
難
聴

者
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の

創
設
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
は
運

動
の
成
果
で
す
。

し
か
し
、

実
施
の
要
件
が
厳
し
く
、
予
算

額
も
少
な
す
ぎ
る
な
ど
今
後
の

拡
充
が
必
要
で
す
。
遠
距
離
通

学
費
助
成
制
度
の
拡
充
は
あ
と

１
７
９
０
万
円
の
追
加
で
全
額

補
助
が
で
き
ま
す
。
義
務
教
育

で
学
ぶ
条
件
の
平
等
な
保
障
を

す
べ
き
で
す
。
今
回
、
国
に
お

い
て
公
立
小
学
校
の
給
食
費
無

償
化
が
予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

党
議
員
団
が
条
例
提
案
し
て

い
る
１
８
歳
ま
で
の
医
療
費
の

無
償
化
拡
充
や
中
学
校
の
給
食

費
無
償
化
に
必
要
な
京
都
市
の

負
担
は
約
３
１
億
円
で
す
。
す

ぐ
に
で
も
実
施
で
き
る
も
の
で

あ
り
決
断
す
べ
き
で
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

の
改
定
案
や
関
連
予
算
・
対
策

に
つ
い
て
も
極
め
て
消
極
的
で

す
。
京
都
駅
新
橋
上
駅
舎
・
自

由
通
路
整
備
事
業
に
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
ほ
ぼ
同
額
の
１
２

億
５
４
０
０
万
円
も
予
算
化
さ

れ
、
新
京
都
戦
略
（
改
定
案
）

と
一
体
に
示
さ
れ
て
い
る
京
都

駅
周
辺
や
三
条
京
阪
の
景
観
規

制
緩
和
、
堀
川
通
地
下
バ
イ
パ

ス
、
国
道
１
号
線
バ
イ
パ
ス
計

画
、
鴨
川
東
岸
線
第
三
工
区
、

企
業
立
地
促
進
、
海
外
企
業
誘

致
な
ど
は
推
進
の
立
場
で
す
。

一
方
で
、
京
都
市
周
辺
部
の

生
活
交
通
の
充
実
や
伝
統
産
業
、

地
場
産
業
な
ど
中
小
企
業
へ
の

支
援
な
ど
が
置
き
去
り
に
さ
れ

て
お
り
、
新
京
都
戦
略
で
生
物

多
様
性
の
重
視
を
う
た
い
な
が

ら
農
地
の
産
業
用
地
化
が
進
め

ら
れ
る
な
ど
、
重
点
に
す
べ
き

施
策
の
視
点
を
転
換
す
べ
き
で

す
。日

本
共
産
党
京
都
市
会
議
員

団
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
や
生
業
を
最
優
先
に
支
援
す

る
市
政
を
実
現
す
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
政
策
提

案
を
し
、
引
き
続
き
市
民
の
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る

決
意
で
す
。


